
BMSS活用による橋梁メンテナンスサイクルの促進

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

②提案の概要

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ

様式１

●橋梁のメンテナンスサイクルの促進
自治体の課題は，散々する情報・資料（資料探し，保管場所不足），点検・設計・工事
図書の関連性希薄，異動による引継資料作成，保全技術不足等，様々である．これらの
課題がメンテナンスサイクルの遅延（健全度Ⅲ案件の工事完了率50%未満）の一要因と
なっている．本記載は，BMSS（橋梁維持管理支援システム図-1）の活用により，各業務
の効率化を図り，自治体の橋梁メンテナンスサイクルの促進に関する提案である．

☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

◇一括管理DBによる業務効率化（時短）

・諸元，点検～工事情報を紐付け（一元管理）したDB（図-2）

⇒業務名，橋梁名の連携を可能

・豊富なマッピング機能，タイムライン機能（図-3）

⇒検索結果（フリーワードでの検索可能「一例：1970年以前の

健全度Ⅲ橋梁等）のマッピング

建設時からの履歴（点検，補修履歴等）を一覧掲載

・ハザードNAPとの連携による防災・減災可視化対応（図-4）

⇒自然災害リスク（洪水エリア等）を考慮した長寿命化対応

が可能
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図-3.マッピング，タイムライン機能 図-4.ハザードマップとの連携
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図-1.BMSS
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③スキーム（技術）の導入により得られる効果

様式１

その他

・業務効率化により100時間/年・人の削減可能（自治体職員）

・働き方改革により新たな時間の創出可能

・持続可能な維持管理体制の構築

・新たな仕組み（包括民営化，PPP/PFI等）作りの加速化

□インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

●今後の発展（予定）

⇒他の道路構造物（トンネル等）への発展

●BMSSとは？ BMSSの詳細は下記URLにて

BMSS (ihi.co.jp)

会社名 （株）IHI
担当部署：社会基盤領域 事業LCBグループ

担当者：廣井 幸夫
連絡先（電話番号）：03-6204-7315，03-3769-8695

◇支援システム（効率化，学習対策，成果品の品質確保，再劣化防止等）

・経験未熟な技術者でも容易に劣化要因，補修工法選定が可能（図-5）

・足場工，経費も含めた概算工費が容易に算定可能

・長寿命化優先順位等の根拠が明確（議会等への説明容易） （図-6）

・直営点検対応可能（国報告様式が自動作成）

・新技術情報に特化したDB（点検支援技術カタログ，NETIS技術を掲載）

⇒フリーワードでの検索も可能（図-7）

◆さらなる活用法

・地域包括化（群化）に向けた情報連携が可能（図-8）

⇒中核となる自治体を中心とした包括化に比数となる情報連携が容易

メールアドレス： hiroi7724@ihi-g.com

図-5.一問一等による劣化診断 図-6.根拠が明確な長寿命化計画

図-7.新技術に特化したDB

図-8.地域包括化への対応

各自治体間のデータ連携可能

②提案の概要
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クラウドシステムにより，
維持管理業務をトータルでカバー

BMSSとは
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地方自治体にヒヤリング

2012年 12月笹子トンネル天井版落下事故
↓

2013年道路法改正 5年に1回，近接目視による点検
↓

2014年度開始し，2018年度１巡目の点検が終了
現在は2巡目点検＋補修対応

出典：国土交通省 道路局 道路メンテナンス年報

資料探しに時間がかかる

長寿命化修繕計画を自治体で作成したい

橋梁保全の教科書がない

設計成果品を確認できない

足場などを含めた概算工費を算出したい

業務名と橋名につながりがない

直営点検を実施したい

情報を一元管理可能なDB

劣化診断，補修工法選定支援ツール

概算工費算出支援ツール

直営点検支援ツール

業務の合理化につながる施策

長寿命化支援ツール

開発経緯
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業務 客先 業務内容 お困りごと BMSS機能 内容

計画 県 実施状況の整理
（県）各業務の発注部署
が異なり、実施有無の把握
が難しい

一括管理DB １アカウントで複数部署で利用できるため、一元管理が可
能

共通 予算計画 補修工事の予算把握が難し
い 概算工費 概算工費支援により概算費用の算出が可能

定期点検 共通 発注準備 資料探し 一括管理DB検
索

共通 点検履歴の整理が困難 一括管理DB 橋梁毎に関連情報を一括管理
タイムラインにより業務実施履歴を簡単に把握可能

共通 業務完了後のデータ整理 納品データのインプットが手間業務発注機能 受注者によるシステムへのデータインプットが可能
（管理者はインプットデータの確認のみ）

補修設計/補修
工事 共通 予算取得にあたり工事の概

算金額を把握したい 概算工費 点検結果からIRDS・概算工費にて工事規模の概算把握
が可能

その他 共通 データ一元管理
内部でデータを一元管理した
い
内部のストレージが上限に達
している

一括管理DB 橋梁毎に関連情報を一括管理

災害時の緊急対
応 共通 対象橋梁の現場確認 対象橋梁の位置が分からな

い 一括管理DB マップ表示で対象橋梁位置をすぐに確認
グーグルマップ表示により効率的な確認ルート設定にも寄与

人事異動 共通 引継ぎ資料の作成 一括管理DB 管理橋梁の関連データが集約されているため、資料整理が
容易

技術員教育 共通 技術力向上を図りたい 業務過多により指導時間が
取れない

直営点検支援
IRDS
概算工費
新技術情報
技術相談窓口

図解、関連資料閲覧ができるため、教育資料として活用で
きる
技術相談窓口の活用いただくことで疑問点解消に寄与

お困りごと（ヒアリング結果）
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「一元管理」
橋梁諸元に全ての情報（定期点検～補修設
計～補修工事）を紐付けする

一括管理ＤＢとは，
橋梁の維持管理に必要な，定期点検・
補修設計・補修工事の情報を橋梁諸元
に関連付けたデータベースシステム

一括管理DB



データ間を紐付け一元管理

豊富なマップピング機能

クラウド管理でどこでもアクセス可
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各種データの紐付けにより維持管理業務を効率化

時系列が瞬時にわかる

マッピング表示の切替

一括管理DB
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橋梁起点のデータ管理業務起点のデータ管理

②過去データを探す作業に非
常に時間が掛かる

①過去の点検・設計・工事履
歴が分からない

現状はここで分断，情報が連
携していない

令和○○年度
A橋補修工事業務

平成○○年度
交付金○○
点検業務

一括管理DB（データの紐付き）



Copyright © 2022 IHI Corporation All Rights Reserved. 9

IRDS（補修工法選定サポートツール）
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補修設計時、劣化診断・補修工法選定等を支援するツール

一問一答形式の劣化診断

豊富な技術資料を掲載

ひび割れ補修工法

劣化要因の推定 検討した比較表の出力

IRDS（補修工法選定サポートツール）
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概算工費算出支援
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足場工費・諸経費を含めた1橋あたりの概算工費を簡易に算定

イラスト付きで簡単選択

工法確定時の概略予算把握に貢献

イラストから足場選択

概算工費算出支援
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BMSS長寿命化支援
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健全度（Ⅰ～Ⅳ）による評価で長寿命化修繕計画策定を支援

計算結果の根拠が容易に確認可能

優先順位リストやLCC算出可能

計算根拠の提示

LCCの算出

BMSS長寿命化支援
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直営点検支援
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点検ポイント付きで直営点検を支援

点検ポイントの解説で，容易に点検可能

国交省様式の点検調書で，出力可能

道路橋記録様式の出力点検(確認)ポイントの提示

直営点検支援
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新技術情報
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新技術を豊富に掲載

点検支援技術性能カタログや
NETIS技術など多数掲載

フリーワード検索での検索可能

リンク設定

新技術情報
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連携

現状（自治体毎縦割り）

将来（各自治体間のデータ連携可能）

2022年12月2日 国交省提言より

現状は各自治体毎データは縦割り化にて，
他の自治体データは見えない

各自治体了解があれば，各自治体データ
の横連携（他の自治体データの閲覧，活用
等）が可能．
⇒群化（包括化の対応が容易に）

各自治体によるデータ連携（群化対応）について
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API連携により他システムとの連携が可能

データの重ね合わせにより、新たな観点での長寿命化
修繕計画の見直しが可能

電子データの重合せ例
BMSSマップ×ハザードマップ

■他システム連携による効果

■BMSS活用による効果

メンテナンスサイクルの各業務を効率化
新技術など調べものに費やす時間を短縮
補修設計成果品の内容確認が可能、成果品の品質向上
橋梁と業務の紐づけにより100時間/年間・人の削減

（当社算定）

BMSS導入による効果


